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お申込はこちらから

連絡先：立命館孔子学院（立命館大学 国際平和ミュージアム3階）

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1 アカデメイア立命21内
TEL：075-465-8426 FAX：075-465-8429 MAIL：koza@st.ritsumei.ac.jp HP：https://www.ritsumei.ac.jp/confucius/

参加無料
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とかく「含蓄」や「奥深さ」が言われる中国の文化ですが、実は非常に
合理的であると同時に即物的なものです。これを藝術の分野に落とし込む
と具体的で写実的であるという評価に至ります。而して、その藝術の一斑
である文学作品の中にはたくさんの「食」に関することどもが散らばって
います。その為、中国の文学の中には様々な「食」が見えます。

今回の講座では「中国文学」の主たる担い手であった文人達が、如何に
「食」と付き合ったのかという関心で一瞥を加えてみたいと思います。当
日は、中でも特に日本人になじみ深い方面から切り込んでみる予定です。


